
―
不
登
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

活
用
に
つ
い
て
―

問

不
登
校
生
徒
児
童
の
多
く

は
、
学
校
や
教
室
に
居
心
地
の

悪
さ
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
、

日
本
に
は
１８
万
人
を
超
え
る
不

登
校
の
子
ど
も
が
い
る
と
さ
れ

て
お
り
、
大
阪
府
だ
け
で
も
１

万
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
い
け
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
登
校
は
特
殊
な
子
ど

も
の
特
殊
な
事
象
で
は
な
く
、

誰
の
身
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
原
因
の
多
く
は

個
々
の
子
ど
も
の
中
で
は
な
く

学
校
・
教
室
に
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
明
日
も
行
き
た

く
な
る
学
校
づ
く
り
、
ク
ラ
ス

づ
く
り
が
さ
れ
て
い
る
の
か
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
次
長

す
べ
て
の
児
童
生

徒
の
自
己
有
用
感
、
自
己
肯
定

感
を
高
め
る
取
り
組
み
の
工
夫

を
進
め
、
明
日
も
行
き
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
、
ク
ラ
ス
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

進
め
て
ま
い
る
。

―
撤
去
費
用
削
減
と

駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て
―

問

本
市
で
は
放
置
自
転
車
撤

去
作
業
に
毎
年
１
億
円
の
予
算

が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

高
規
格
救
急
車
な
ら
７
台
、
避

難
所
用
テ
ン
ト
・
ベ
ッ
ド
各
４

０
０
０
基
の
購
入
に
か
か
る
金

額
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
公

用
車
を
毎
年
３０
台
、
電
気
自
動

車
に
乗
り
換
え
ら
れ
た
り
、
太

陽
光
発
電
補
助
金
を
現
行
の
十

倍
に
増
や
せ
る
だ
け
の
金
額
で

あ
る
。
そ
う
し
て
考
え
る
と
撤

去
作
業
は
実
に
非
生
産
的
な
予

算
の
使
わ
れ
方
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
ラ
ッ
ク
の
幅
や
可
動

式
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
設
置

設
計
の
工
夫
を
す
る
事
で
、
年

間
１
億
円
の
非
生
産
的
な
放
置

自
転
車
撤
去
事
業
を
少
し
ず
つ

で
も
縮
小
す
る
事
を
目
指
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
そ

の
た
め
に
も
、
各
駅
の
放
置
自

転
車
数
か
ら
各
駅
の
駐
輪
ニ
ー

ズ
を
割
り
出
す
作
業
も
必
要
で

あ
る
。
有
効
な
駐
輪
対
策
の
た

め
に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
に
早

速
に
で
も
着
手
す
べ
き
と
思
う

が
当
局
の
見
解
を
問
う
。

土
木
部
長

女
性
や
高
齢
者
で

お
困
り
の
方
も
十
分
考
え
ら
れ

る
の
で
、
ま
ず
現
地
調
査
を
行

い
、
駐
輪
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
対

応
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
る
。

―
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
―

問

コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
延
期
に

な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
が

開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
な
い

中
で
、
開
催
の
是
非
に
つ
い
て

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
中
で
開
催

さ
れ
た
大
会
だ
っ
た
が
、
多
く

の
感
動
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
、
数
々
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ

た
。
本
市
は
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
中
で
、
ウ

ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
が
、

苦
境
の
中
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市

に
と
っ
て
追
い
風
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

を
ど
う
総
括
し
、
今
後
の
ス
ポ

ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
高
ま
っ
た
機
運

を
生
か
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
、
そ
し
て
障
害
の
有
無
や
性

別
、
国
籍
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

―
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員

制
度
に
つ
い
て
―

問

我
が
国
の
教
員
の
長
時
間

労
働
や
、
部
活
動
の
顧
問
の
半

分
近
く
が
そ
の
競
技
の
未
経
験

者
で
あ
る
現
状
を
鑑
み
て
、
国

は
教
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
で
部
活
動
指
導
員
を
制
度
化

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
身
分
も

法
で
定
め
ら
れ
た
学
校
職
員
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
、

校
長
の
監
督
を
受
け
、
幅
広
い

権
限
が
認
め
ら
れ
た
。
本
市
で

は
ま
だ
部
活
動
指
導
員
制
度
を

導
入
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

な
ぜ
採
用
し
な
い
の
か
、
そ
の

必
要
が
な
い
の
か
、
市
の
見
解

を
問
う
。

学
校
教
育
部
長

部
活
動
は
豊

か
な
学
校
生
活
を
実
現
す
る
役

割
が
あ
る
一
方
、
長
時
間
勤
務

の
要
因
で
あ
る
こ
と
や
、
指
導

経
験
が
な
い
教
職
員
に
は
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
、
今
後
は
国
の
制
度

を
活
用
す
る
中
で
、
部
活
動
指

導
員
の
配
置
に
向
け
、
関
係
課

と
調
整
し
て
い
く
。

―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
―

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
策
は
当
然
だ

が
、
現
在
の
本
市
施
策
の
延
長

線
上
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
予
算

化
の
必
要
な
く
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換

好
循
環
の
実
現
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
自
治
体
競
争
に
勝

ち
、
感
染
防
止
と
、
経
済
社
会

活
動
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め

に
、
現
在
本
市
が
設
置
す
る
各

種
計
画
と
国
が
推
奨
す
る
計
画

と
の
整
合
を
図
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
総
合
的
な
市
行
政
の

企
画
等
を
担
当
す
る
部
局
が
強

い
責
任
感
を
持
ち
、
本
市
が
他

の
基
礎
自
治
体
に
後
れ
を
取
ら

ぬ
よ
う
各
種
計
画
を
各
年
度
、

全
庁
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
調
整

等
を
行
い
、
一
般
的
に
言
わ
れ

る
縦
割
り
行
政
を
打
破
し
、
全

職
員
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を

図
る
こ
と
で
無
駄
の
な
い
市
政

へ
と
つ
な
げ
、
都
市
間
競
争
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
が

で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

市
長

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
は
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
東
大
阪
市
第
三
次
総
合
計
画

に
示
す
将
来
都
市
像
の
実
現
に

向
け
、
職
員
一
人
一
人
が

強
い
責
任
感
を
持
っ
て
我

が
事
と
捉
え
、
所
管
す
る

計
画
や
施
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
。

―
通
学
路
の
安
全
点
検
―

問

本
年
６
月
に
千
葉
県

八
街
市
で
起
き
た
小
学
生

の
下
校
中
の
交
通
事
故
等
、

い
ま
だ
に
子
供
た
ち
が
犠

牲
に
な
る
事
故
が
繰
り
返

し
起
こ
っ
て
い
る
。
７
月

に
は
文
部
科
学
省
よ
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
通
学
路
に
お
け
る
合
同

点
検
の
実
施
及
び
危
険
箇

所
の
把
握
、
抽
出
を
行
っ
た
上

で
の
実
効
性
の
あ
る
交
通
安
全

対
策
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う

通
知
が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
通

学
路
の
安
全
対
策
で
、
平
成
２６

年
か
ら
２７
年
の
２
年
間
で
、
こ

の
道
路
が
通
学
路
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
た
め
の
シ
ー
ト
を

約
２７０
か
所
の
道
路
に
設
置
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
年
数
が

経
過
す
る
と
と
も
に
、
シ
ー
ト

の
色
が
薄
く
な
っ
た
り
、
消
え

か
け
て
い
る
と
の
声
が
地
域
か

ら
聞
か
れ
る
。
強
調
シ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
車
の
運
転
手
に
と

っ
て
一
目
で
通
学
路
で
あ
る
こ

と
が
認
知
で
き
る
も
の
で
、
安

全
運
転
の
啓
発
に
お
い
て
は
大

変
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補

修
を
早
急
に
行
う
と
と
も
に
、

今
回
の
点
検
で
危
険
箇
所
と
把

握
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
新
た

に
強
調
シ
ー
ト
を
設
置
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
会

の
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長

改
め
て
危
険

箇
所
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

強
調
シ
ー
ト
の
状
態
調
査
と
新

設
希
望
調
査
を
実
施
し
た
。
今

後
、
合
同
点
検
の
後
、
関
係
各

課
と
調
整
を
図
り
、
強
調
シ
ー

ト
の
新
設
の
検
討
を
進
め
る
。

―
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
考
え
―

問

本
市
に
お
い
て
は
、
１１
月

を
目
途
に
、
希
望
す
る
全
て
の

市
民
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
２

回
目
接
種
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る
が
、

３
回
目
の
接
種
の
必
要
性
に
つ

い
て
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

対
応
の
中
で
、
医
療
体
制
の
維

持
に
は
医
療
従
事
者
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
医
療

従
事
者
か
ら
優
先
接
種
を
行
っ

て
き
た
が
、
３
回
目
の
接
種
時

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
優
先

接
種
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。
本
市
の
３
回
目
接
種

に
対
す
る
考
え
は
。

健
康
部
長

３
回
目
の
接
種
は
、

今
後
、
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
必
要
性
、
実
施
時
期
な
ど
を

議
論
さ
れ
、
判
断
さ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
市
と
し
て

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、
３

回
目
の
接
種
が
実
施
と
な
れ
ば
、

速
や
か
に
対
応
す
る
。

―
ト
ラ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
の

一
般
開
放
―

問

花
園
中
央
公
園
の
多
目
的

球
技
広
場
「
ト
ラ
イ
ス
タ
ジ
ア

ム
」
に
お
い
て
は
、
条
例
で
年

間
を
通
じ
て
供
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
日
は
芝
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
内

は
立
入
禁
止
、
使
用
で
き
な
い

運
用
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
イ

ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
芝
生
も
天
然

芝
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ

ー
競
技
が
行
わ
れ
、
利
用
者
か

ら
も
大
変
す
ば
ら
し
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
り
、
利
用
し
た
い
と

い
う
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
な
ぜ
年
間
を
通
じ
て
平
日

の
利
用
が
で
き
な
い
の
か
。
利

用
者
の
立
場
に
立
っ
た
運
用
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
理
解
に
苦

し
み
、
ぜ
ひ
と
も
開
放
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
る
。
使
用
対
象

種
目
の
充
実
を
図
り
、
利
用
を

求
め
ら
れ
て
い
る
多
く
の
皆
様

に
一
般
開
放
し
て
、
花
園
中
央

公
園
の
活
性
化
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。

市
長

ト
ラ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム

は
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
の
使

用
の
た
め
芝
生
の
維
持
管
理
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
維
持
管
理
の
手
法
も
い
ろ

い
ろ
最
近
で
は
あ
る
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
一
般
開

放
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に

様
々
な
手
法
を
検
討
す
る
よ
う

に
、
私
の
ほ
う
か
ら
担
当
に
は

強
く
指
示
を
し
て
い
く
。

―
高
齢
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置

費
補
助
に
つ
い
て
―

問

環
境
省
は
、
熱
中
症
対
策

を
強
化
す
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン

の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定

額
制
）
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
向

け
た
検
討
を
始
め
た
。
熱
中
症

で
亡
く
な
る
高
齢
者
の
多
く
が

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て
い
な
い

実
態
を
踏
ま
え
、
購
入
と
比
べ

初
期
費
用
を
大
幅
に
減
ら
せ
る

サ
ブ
ス
ク
を
広
め
て
利
用
を
促

す
と
の
事
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン

の
導
入
支
援
で
は
、
群
馬
県
前

橋
市
は
６５
歳
以
上
の
非
課
税
世

帯
な
ど
に
、
エ
ア
コ
ン
購
入
・

設
置
費
を
１０
万
円
ま
で
補
助
、

東
京
都
狛
江
市
は
６５
歳
以
上
の

非
課
税
世
帯
な
ど
に
、
５
万
円

ま
で
補
助
し
て
い
る
。
大
阪
府

松
原
市
で
は
６５
歳
以
上
だ
け
で

構
成
す
る
世
帯
に
電
気
代
と
し

て
、
１
万
円
を
給
付
し
て
い
る
。

本
市
で
も
高
齢
世
帯
に
対
し
こ

の
よ
う
な
国
の
補
助
制
度
ま
で

の
つ
な
ぎ
と
し
て
、
費
用
の
補

助
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
、

見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長

他
市
に
お
い
て
は
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ

ン
導
入
支
援
な
ど
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
経
済
的
な
理
由

で
自
宅
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

困
難
な
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

支
援
制
度
な
ど
、
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

―
本
庁
外
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
窓
口
設
置
に
つ
い
て
―

問

他
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末「
マ

イ
ナ
ア
シ
ス
ト
」
を
導
入
し
、

端
末
上
で
顔
写
真
の
撮
影
や
申

請
内
容
の
確
認
な
ど
、
手
続
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、
待
ち

時
間
の
短
縮
や
カ
ー
ド
申
請
の

増
加
へ
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

わ
が
党
が
強
く
要
望
し
て
き
た

事
に
対
し
、
当
局
は
予
約

枠
の
拡
大
や
休
日
窓
口
開

設
、
待
ち
時
間
短
縮
等
の

対
応
を
し
て
こ
ら
れ
た
が
、

本
庁
と
シ
ス
テ
ム
が
つ
な

が
る
場
所
で
の
拡
大
が
可

能
な
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
窓
口
設
置
に
国

の
補
助
金
増
は
、
渡
り
に

船
と
思
わ
れ
る
。
市
民
の

身
近
な
場
所
で
窓
口
が
出

来
れ
ば
利
便
性
と
普
及
も

向
上
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

そ
れ
以
上
に
も
活
用
の
可

能
性
が
広
が
る
。
リ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
窓
口

設
置
、
体
制
整
備
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
も
拡
充
導
入
し
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

市
民
に
身
近

な
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

窓
口
設
置
に
つ
い
て
、
体
制
や

環
境
整
備
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
手

配
な
ど
、
事
業
の
試
行
も
含
め

て
早
急
に
準
備
を
進
め
て
ま
い

る
。

―
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
―

問

以
前
、
本
会
議
に
お
け
る

わ
が
党
質
問
の
、
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
の
中
の「
仮
称
東

大
阪
市
版
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、「
こ
の
こ
と
を
受
け
ま

し
て
、
東
大
阪
市
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
条
例
を
制
定
し
、

虐
待
防
止
の
為
の
啓
発
や
子
育

て
講
演
会
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
子
ど
も
の
権
利
条

通学路に設置している強調シート

マイナアシストで申請する様子

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

新

社

会

党

個
人
質
問

松
平

要

照

隅

の

会

個
人
質
問

中
西

進
泰

自

由

民

主

党

代
表
質
問

鳥
居
善
太
郎

個
人
質
問

横
田

信
一

公

明

党

個
人
質
問

西
田

和
彦

個
人
質
問

安
田

秀
夫

子
ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
」
と
な
る
、

よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
の
推
進
を
"

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
を
"

本

市

も

部

活

動

指

導

員

制

度

を

採

用

せ

よ

"

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
た
戦
略
を
推
進
せ
よ
!

通
学
路
の
安
全
確
保
!

危
険
な
場
所
に
強
調
シ
ー
ト
を
!

本
庁
外
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
設
置
を
急
げ
!

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
手
続
を
身
近
な
場
所
で
、利
便
性
向
上
を
!

（４）第２１２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和３年１１月１５日（５）


